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令和3年度 

 第2回 北広島市特別天然記念物野幌原始林調査委員会 

 

日  時：令和4年2月4日（金）13：30から 

開催方式：対面式（一部web方式） 

 

【会議次第】 

 

1． 開会 

北広島市教育委員会 教育部エコミュージアムセンター知新の駅 センター長 丸毛直樹 

 

2． 委員長あいさつ 

露崎史朗 委員長 

 

3． 議事 

(1) 報告 

1) 令和3年度現地調査結果 

2) 第1回調査委員会における意見による課題・回答 

 

(2) 議案 

1) 令和4年度調査内容(案) 

 

(3) 討議 

1) 野幌原始林の本質的価値について 

 

4． その他 

 

5． 閉会 
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令和3年度 第2回 北広島市特別天然記念物野幌原始林調査委員会議事録 

 

日時 ：令和4年2月4日(金) 13:30～15:30 

場所 ：広葉交流センター （研修室2階） 

方法 ：対面式 一部WEB方式 

    

 

出席者 

調査委員会委員長 露崎史朗 学識経験者 

調査委員会副委員長 愛甲哲也 学識経験者 

調査委員会委員 矢部和夫 学識経験者 

 首藤光太郎 学識経験者 

 森下徹 北海道自然保護監視員 北広島市文化財保護審議委員 

調査委員会 田中厚志 文化庁 文化財第二課天然記念物部門 

オブザーバー 赤井文人 北海道教育庁生涯学習推進局 文化財・博物館課 文化財保護係 専門主任 

 山田晴康 北海道森林管理局石狩森林管理署 業務グループ 主任森林整備官 (欠席) 

事務局(運営) 千葉直樹 北広島市教育委員会 教育部部長 

 丸毛直樹 北広島市教育委員会 教育部エコミュージアムセンター知新の駅 センター長 

 畠 誠 北広島市教育委員会 教育部エコミュージアムセンター知新の駅 学芸員(主査) 

 伊木千絵美 北広島市教育委員会 教育部エコミュージアムセンター知新の駅 主任 

 中垣和彦 北広島市 企画財政部 ボールパーク推進室 ボールパーク施設課 課長 

事務局運営支援 一北民郎 北電総合設計株式会社 環境部 環境技術室 主任技師 

令和3年度現地調査担当 伊藤菜摘 北電総合設計株式会社 環境部 環境技術室 技師 
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【議事概要】 

(1) 報告 令和 3年度現地調査結果 

① 詳細植生図 

・詳細植生図は令和2年度に作成した植生素図をもとに、今年度の調査結果を加えて群落景観から

9群落(落葉広葉樹林：乾性落葉広葉樹林(自然林)・乾性落葉広葉樹林(二次林)・湿性落葉広葉

樹林(自然林)、草地：チシマザサ群落、植林地：トドマツ植林・カラマツ植林、風倒被害地：風

倒被害地(トドマツ植林)、風倒被害地(カラマツ植林)、旧耕作地：放棄畑雑草群落に区分した。 

・追加指定地及び既指定地ともに乾性落葉広葉樹林が多かった。 

・追加指定地は耕作地などが放棄された跡に成立した二次林(乾性落葉広葉樹林)が分布していた。 

・既指定地は乾性落葉広葉樹林(自然林)が大部分を占め、トドマツ等の針葉樹が点在していた。ま

た、樹冠の小さい二次林と推定される乾性落葉広葉樹林が一部分布していた。 

② ササ類分布図（林床植物） 

・追加指定地及び既指定地ともにチシマザサ群落が大部分を占めた。 

・乾性落葉広葉樹林(二次林)やカラマツ植林下の平坦面及び緩斜面に限ってクマイザサが分布して

いた。 

③ 動物調査(既存資料調査) 

〔エゾシカ〕 

・エゾシカの確認頻度や密度の指標となる2つの数値(RAI、SPUE)から生息状況について調べた。 

RAI…自動撮影カメラ撮影頻度指数(撮影回数/カメラ稼働日数×100日) 

SPUE…狩猟統計による生息密度の指標のうち、5kmメッシュ毎の単位努力量あたりの目撃数

(狩猟者1人1日あたりにそのメッシュ内で目撃した頭数) 

・追加指定地北側でのRAIは、春季と秋季に増加する季節変化がみられ、旧耕作地付近や西側の沢

沿いで高かった。 

・既指定地に隣接する62林班ほ小林班で行われた2011年と2017年の調査を比べると、個体の目

撃数(SPUE)が増加していた。 

・また、同箇所の食害調査では、エゾシカの樹皮剥ぎが増加し、稚樹(樹高30cm以上、胸高直径

1cm未満)の個体が大きく減少していた。 

・今年度の調査で指定地内でのエゾシカの食害、糞粒は少なかったが、指定地周辺ではエゾシカは

増加傾向にあり今後エゾシカの食害の増加が懸念される。 
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〔調査結果を踏まえて〕 

委員の意見： 

・エゾシカの確認頻度の季節変動のグラフが示された調査場所は、国有林の広島支線を挟んで

分水嶺の北側斜面である。一方、広島支線より南側の道都大学側、63林班の既指定地南側で

冬季エゾシカの確認頻度が高くなると思われる。広島支線より南側は南斜面である上にトド

マツも多いことから林床の積雪が少ない場所が多く、ねぐらとしての利用頻度が高くなる。

積雪の少なさは、当該範囲でのエゾシカの確認頻度が高くなる要因と考えられる。したがっ

て、野幌原始林では、積雪の多さや少なさにより、エゾシカ確認頻度の季節変動の傾向が区

域によって異なると考えられる。 

・追加指定地北側に計画している「きたひろしま総合運動公園線」には橋脚のある部分があ

り、橋脚部分の沢がエゾシカのコリドーとなって南北に移動している。その顕著な場所がエ

ゾシカの確認頻度が高い位置となっている。 

・指定地内及び隣接地のトドマツ分布図を作成したドローン撮影画像から樹冠面積の計測が可

能であれば、トドマツを示す丸の大きさと樹冠面積を比例させた形の図にするとトドマツの

更新状態が分かり、更新状況の情報が加わった図になると思われる。 

 

(2) 報告 第 1 回調査委員会における意見による課題・回答 

① 本質的価値を検討するための資料整理 

・3．討議で詳細に説明する。 

・明治、大正、昭和、平成について文献も含めて野幌原始林の変遷(植生、利用状況)について

整理を行っている。 

② 空中写真判読による倒木状況の整理 

・空中写真を購入後に立体視鏡を使い倒木状況を整理することを考えている。 

・既存文献では、1918年から1981年にかけて比較的大きな風害及び虫害があったことが分か

った。ただし、この記録は江別側の野幌森林公園を含めた記述となっており、必ずしも現在

の北広島市の特別天然記念物で被害があったということではなかった。 

③ 追加指定地周辺の外来種について 

・追加指定地周辺の外来種は、昨年の9月末と10月に、追加指定地ときたひろしま総合運動公

園線の間を確認したが、外来種の目立った侵入はみられなかった。 

・ただし、追加指定地内の旧耕作地は、現在、オオアワダチソウ、ケカナダアキノキリンソ

ウ、オオヨモギ等の高茎草本が覆っている状況であった。 

・令和4年度の調査案でも説明するが、来年度改めて植物相調査を行う予定である。 

④ 指定地周辺の植生図作成 

・JR千歳線南側と追加指定地の間の植生図については、北広島市で平成30年度にこの範囲が

含まれる植生図を作成している。 

・その植生図は空中写真からの判読を中心に作成した内容となっているが、全体の植生を把握

するという意味では十分であると考えられることから、この植生図で対応したいと考えてい

る。 
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⑤ ボールパークからの光害、騒音害について 

・自然保護団体、ボールパーク事業者、北広島市ボールパーク部局の3者において協議中であ

るため、後日、協議の推移等について進捗状況を報告する。 

 

〔回答を踏まえて〕 

委員の意見： 

・これで十分な回答になっている。ただし、今後の特別天然記念物に及ぼす影響を考えた時、将

来的な影響評価ということについて何か考えているかお聞きしたい。 

・要望として少し精度の高い植生図が必要ではないかと思う。植生図は凡例が適切かどうかは必

ず問題になる部分のため、来年度までの調査の重要なポイントは、現状を正確に記録するとい

うことと考えているため検討してもらいたい。 

 

事務局より： 

・将来的な影響評価とは今後のモニタリング調査ということと思われるが、そちらについて具体

的な内容、時期などの計画についてはまだ決まっていない。ただ、令和5年度以降について

は、保存活用計画の作成について新たな委員会が立ち上がることからその中でご意見をいただ

いて、保存活用計画に盛り込むということで考えている。 

 

(3) 議案 令和 4年度調査内容(案) 

・来年度は植生調査と広島幼稚園敷地利用調査を予定している。 

・植生調査は、追加指定地内の旧耕作地について植生図(草本分布)を作成し、分類した群落を目

安にコドラート調査を計画している。 

・そのほかに、植物相調査は主に追加指定地北側境界からきたひろしま総合運動公園線との間の

追加指定地範囲外で実施する計画である。加えて、令和3年度春季に調査が実施できなかった

追加指定地内西側についても実施する計画である。ただし、猛禽類等の営巣により立ち入りで

きない可能性もある。 

・広島幼稚園敷地利用調査は、幼稚園の敷地(通称：やかましの森)が特別天然記念物の中に含ま

れていることから、今後の保存活用計画の中で、おそらく活用の位置付けになると考えている

ため、広島幼稚園の教職員、保護者の方、園児が外部の人が入ってくることに対してどのよう

に考えているか、幼稚園としての活用以外を希望するか等、こちらが考えていることに対し

て、どのような意見があるか聞き取りを実施する計画である。 

・来年度は野幌原始林調査の最終年となるため、3年間の結果整理を進めて今後の保存活用計画

を作成するうえでの方向性の検討を計画している。 

 

委員の意見： 

・幼稚園の方に回答して貰えるかわからないが、広島幼稚園への聞き取り調査の際、マダニに園

児や職員が咬まれていないか、咬まれている場合は、ライム病などにかかった人がいないかに

ついて聞いた方がよいと思われる。 

・現在、指定地内はかなりマダニが多い場所であり、先程の話にもあったとおり、今後もエゾシ

カが増える可能性があることを考えると、マダニも増える可能性がある。近隣住民が万一マダ
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ニに咬まれて死んでしまったり、病気になったりすると大事になる可能性が考えられる。その

際、特別天然記念物の管理方法への影響が大きくなる可能性があることから、聞くことを検討

したほうが良いと思われる。 

・指定地内を実際にどのように利用されているかということを、マダニや虫の害を含め聞いた方

が良いと思われる。 

・聞き取り方法は直接聞き取りが良いと思われる。紙面やウェブだと聞いたことにしか答えても

らえないことから、インタビュー的に行い、詳しく聞けるところは深掘りして、実態を把握す

ることが良いと思う。 

・また、現在の利用の仕方の中で草刈りなど手を加えているのであれば、その頻度、範囲を聞い

ておくと良いと思われる。 

・幼稚園でどの程度安全レベルについて、例えばマダニ、とげのある植物などの説明を保護者に

しており、それに対してどの程度の安全性を確保したうえで、幼稚園の方針としてやっている

かは聞いたほうが良いと思われる。それによって整備のレベルが変わってくると思われ、この

場所の使い方を将来的にどう持っていくかという時に影響する可能性があると思われる。 

 

(4) 討議 野幌原始林の本質的価値について 

・前回の委員会で文化庁田中オブザーバーから本質的価値、保存活用計画を策定する上で本質的

価値というものが大切であるとお話をいただき、それを受けて野幌原始林の本質的価値を議論

する上で、改めて野幌原始林の文献調査を詳細に実施した。 

・野幌原始林の本質的価値は、大正10年に天然記念物に指定された時点で、日本の北方林のなか

でも稀有な存在ということが一つの理由であり、それが本質的価値というのは間違いないと考

えている。 

・ただ、令和2年度から調査する中で針広混交林としての野幌原始林が、現在落葉広葉樹林に遷

移してきていることから、改めて本質的価値というものを考えた方が良いということで文献調

査を実施している。 

・この議論をするうえで、過去と現在の姿にどのような違いがあるのか、野幌原始林＝トドマツ

という価値観は永続的なものなのか、野幌原始林というものはどのような森林なのかという視

点をもとに、明治から平成までの文献を今回整理した。 

・その結果を要約すると野幌原始林のトドマツは、明治以降の森林施業により増やされたもので

あった。 

・トドマツをはじめ針葉樹は明治初期に約20％程度だったものが、大正10年には57％まで増

え、昭和20年代前半にはトドマツ優占林となっていた。 

・野幌原始林の本来の姿は、明治初期の広葉樹７～8割、針葉樹2～3割の状態と思われる。 

・戦後、トドマツが寿命を迎えて衰退し落葉広葉樹が優占する森となっているが、それも野幌原

始林の姿といえる。 

・野幌原始林の本質的価値を議論する際、トドマツに過度に着目するのではなく、大正10年以

降、ほぼ手つかずの状態で現在まで残っていることに着目することも大切と考えられる。 
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委員の意見： 

・野幌原始林は林相という形で、低地の森林として人の手の入っている割合が比較的少ない原始

的な良い森として指定されていることから、本質的価値というものはまさにその通りであると

思われる。そのため、逆に言うと一般の方々が歴史的背景をもってトドマツの森として理解さ

れていることは、野幌原始林の本質的価値が正しく伝わっていないという問題であり、正しく

伝えていくことが大切だと思う。 

・森林の状況を断片的にみて理解されていることは、森林を管理、維持し、将来残していく上で

あまり良い状況ではないと思われ、そこについても伝えていく必要があると思う。 

・指定当時の指定説明文は本質的価値のベースになってくるが、先程からお伝えしているように

一般の方々が理解しにくいと思われることから、そこを先程整理していただいた歴史的な経緯

と合わせて説明することが大切と考えている。 

・特別天然記念物は教育的機能を持つことから、今いくつか話が出ているように針広混交林とい

うと針葉樹が1、広葉樹が1という1対1といった誤解をしている人も多く、比較的針葉樹の

比率が低い針広混交林の場所があってもよい。また、比率が低い場所や高い場所があってもよ

いため、時間的経過とともに移りかわることを正しく学習できるような場所があったほうがよ

いと思われる。 

・本質的価値が伝わっていない問題の本質については、本質的価値が勘違いされていて、正しく

伝わっていない場合、分かりにくく正しく伝わっていない場合があると思われる。天然記念物

の本質的価値を変えることは基本的にはなく、学術的価値が全くないわけではないため、指定

当時の学術的価値を伝えていくことが基本である。そのあとに新しい価値が付け加わる例もあ

るが、本質的価値とは分けて説明する必要があると思われ、それも伝えていくことが重要と考

えている。 

・学術的価値を評価して指定していることから、その知見の更新が行われていないことは少し問

題だと思われる。野幌原始林は針広混交林であってもトドマツが多い林であり、トドマツがな

くなったから価値がなくなったと理解されるのは間違っていると思われる。 

・森林は時間とともに変化していくものであり、針葉樹と広葉樹の割合が2:8から1:9や3:7に

変化することもあるが、一般の方には理解や認識が難しいと思われることから、野幌原始林を

将来また100年残していくためにはそこを伝えていく必要があると思われる。 

・野幌原始林は以前、台風でトドマツが倒伏し、価値がなくなったと判断され特別天然記念物か

ら一部解除になったと思われる。今後は野幌原始林の針広混交林はどういうものか、本質的価

値を正しく伝えて、理解していただくことが重要だと思われる。 

 

(5) その他 

① 今後の予定 

・空中写真を購入し、倒木状況を立体視鏡により把握する計画である。 

・台風等の発生による被害状況の整理についても計画している。 

・令和4年度調査委員会(案)については、来年度は保存活用計画策定前の重要な年度と考えてお

り、委員会を3回開催することで考えている。1回目としては5～6月頃、2回目は9～10月

頃、3回目は来年の1～2月頃として、3年間の調査結果の総括報告を計画している。この3回

の委員会の中で、本質的価値を含めて野幌原始林保存活用の方向性を議論いただきたいと考え
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ている。 

 

委員の意見： 

・今後この保存活用計画は、市民の皆様に広く周知されていくことになると思うが、北広島にあ

る野幌原始林をイメージして話す人はほとんどおらず、野幌森林公園をイメージする。今後、

保存活用計画を説明していく中で、今まで生じてきた誤認識を繰り返さないようにしていただ

きたい。 

・野幌森林公園が道立自然公園に指定されていることから勘違いとなっていると思われるが、今

度の調査成果を市民とどう共有するか、今後作成する保存活用計画を市民の皆様にどのように

アピールするかということは重要であると思う。その際、野幌原始林は北広島にあるというこ

とをきっちりと位置づける必要がある。そのためには、野幌原始林と野幌森林公園のなかにあ

る森の林相がどのように変わったかをどう対比させるかが大事だと思っており、ここにしか残

っていないことがよく分かるように説明することは重要だと思われる。 

 

 


